
今日は楽しみにしていた「おはなしきゃらばん」！！ 
 
物語を楽しむひとときでは 
おとな（演者）とこども（観る側）が心で響き合い 
お互いが共感する瞬間があります。 
そして演者の声には、色や景色が見えてきたり 
匂いを感じる事もできる魔法のエッセンスが 
含まれています。 

人形劇の演目は、『秋の山の栗拾い』での出来事から繰り広げられる 

「あの
．．

お話」でした📖 

「おもしろかった！」「ちょっとこわかったね」と 

気持ちを分かち合う空間を共有できることは 

様々なジャンルの物語に出合うきっかけとなり 

文字や言葉の世界を広げる基礎の部分にも繋がっています。 

季節を感じながら… 

      その② 

11 月７日（金）  

3 歳つきぐみ  

4 歳ほしぐみ  

5 歳はっぴーぐみ 

 

 

 

 

 

 

             

           おはなしきゃらばんの「おはなし会」とは？ ～おはなしきゃらばん HP より～ 

 
こどもは「おはなし」がだーいすき！！ 

読書の第一歩は、この「おはなし」との出会いから始まります。図書館では、一人でも多くのこどもたちが 

「おはなし」の楽しさをたっぷりと味わい 

心豊かに育ってくれることを願って「おはなし会」を開いています。 


